
問

民
間
に
負
け
な
い
経
営
セ

ン
ス
と
力
量
を
ど
の
よ
う
に
確

立
し
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長

理
事
を
役
員
と
い

う
形
で
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、

理
事
１４
人
の
う
ち
、
２
人
が
行

政
経
験
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
１２
人
が
民
間
の
理
事
で
あ
る
。

理
事
の
大
半
が
各
種
団
体
、
民

間
企
業
の
代
表
者
、
大
学
の
関

係
者
等
で
あ
る
た
め
、
理
事
会

を
通
じ
て
理
想
的
な
民
間
経
営

の
事
業
に
つ
い
て
協
議
を
し
た

中
で
進
め
て
い
く
よ
う
な
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

問

こ
れ
か
ら
駅
西
口
東
地
の

駐
輪
場
の
具
体
的
な
設
計
段
階

に
な
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
も

市
民
、
商
店
会
や
議
会
の
意
見

・
要
望
等
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
の
か
。

市
民
部
長

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
議

員
、
商
業
関
係
者
、
商
工
会
議

所
等
と
話
し
合
い
の
場
を
設
け

て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

ら
を
集
約
し
て
整
備
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、
市
と
�
平
塚
市

文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
振

興
財
団
で
意
見
が
反
映
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

証
の
発
行
に
関
し
て
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
周
知
、
利
用
者

へ
の
告
知
の
協
力
依
頼
な
ど
漏

れ
の
な
い
体
制
・
ル
ー
ル
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を

聞
き
た
い
。

福
祉
部
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
、
介
護
認
定
を
受
け

た
方
に
必
ず
ち
ら
し
を
同
封
し

て
い
る
が
、
も
う
少
し
丁
寧
な

説
明
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た

体
制
・
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
ひ
ら
つ
か
地
域
介
護
シ

ス
テ
ム
会
議
と
い
う
場
が
あ
る

た
め
、
そ
ち
ら
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
話
を
し
て
協
力
を
得
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

「
地
域
ケ
ア
」
を
考
え
た

場
合
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
強
化
が
重
要
と
考
え

る
が
見
解
は
。

市
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
強
化
は
大
変
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
介
護
予
防

を
い
か
に
や
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
の
も
大
き
な
要
素
で
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
本

来
果
た
す
べ
き
機
能
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
機
能
強
化

に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て
も

考
え
て
い
き
た
い
。

※

問

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業
の

今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

介
護
者
に
休
暇
・
休
息

を
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
時
に

短
期
入
所
用
の
ベ
ッ
ド
を
定
員

の
２０
％
程
度
設
置
す
る
こ
と
や
、

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
な
ど

の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
制
度
の
活
用
を
図
り
、
民
間

の
事
業
主
体
を
積
極
的
に
誘
致

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

こ
の
制
度
は
６０
歳
以
上

の
高
齢
世
帯
を
対
象
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
良
質
な
賃

貸
住
宅
の
供
給
を
民
間
の
活
力

を
用
い
て
促
進
す
る
制
度
で
あ

り
、
高
齢
者
居
住
対
策
と
し
て

民
間
活
力
を
生
か
す
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
は
県
と
連
携
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
こ
の
事
業
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業

者
が
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問

住
宅
政
策
と
福
祉
政
策
を

連
携
さ
せ
た
「
高
齢
者
居
住
安

定
確
保
計
画
」
を
策
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

現
在

神
奈
川
県
が
、
法
に
基
づ
き
高

齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
本
市
と
し

て
は
、
福
祉
部
局
と
住
宅
部
局

が
連
携
し
て
、
本
市
の
高
齢
者

住
宅
施
策
を
推
進
で
き
る
計
画

を
策
定
す
る
よ
う
、
県
と
の
協

議
な
ど
を
通
し
て
施
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

こ
れ
ま
で
の
武
力
攻
撃
や

緊
急
対
応
事
態
へ
の
対
策
は
。

防
災
危
機
管
理
部
長

１９
年
度

に
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る

場
所
・
施
設
へ
の
対
策
と
し
て
、

二
つ
の
避
難
実
施
要
領
の
パ
タ

ー
ン
を
作
成
し
た
が
、
指
摘
の

事
態
に
つ
い
て
は
原
案
を
作
成

中
で
あ
る
。

問

災
害
時
要
援
護
者
等
へ
の

配
慮
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
は
。

防
災
危
機
管
理
部
長

災
害
時

要
援
護
者
支
援
制
度
の
個
別
計

画
を
作
成
中
で
あ
り
、
国
民
保

護
計
画
の
避
難
と
災
害
時
避
難

を
整
合
さ
せ
る
よ
う
考
慮
す
る
。

問

武
力
攻
撃
事
態
等
の
パ
タ

ー
ン
作
成
は
急
務
だ
と
思
う
が

い
つ
ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

２２
年
度

に
国
民
保
護
協
議
会
を
開
催
す

る
の
で
、
原
案
を
示
し
、
内
容

を
精
査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

客
観
的
な
津
波
避
難
情
報

等
の
発
令
基
準
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

防
災
危
機
管
理
部
長

今
後
実

施
す
る
訓
練
の
際
、
県
の
津
波

浸
水
予
測
図
等
を
利
用
し
避
難

体
制
の
基
準
を
定
め
て
い
く
。

問

い
つ
ま
で
に
基
準
を
策
定

す
る
考
え
な
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

地
震
の

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
避
難
情
報
発
令
基
準
は
、
早

急
に
策
定
し
た
い
。

問

不
正
な
不
用
品
回
収
業
は

法
律
の
す
き
間
を
ね
ら
っ
た
事

業
に
も
見
え
る
が
違
法
性
は
。

環
境
部
長

家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
一
般
廃
棄
物
は
、
市
が
収

集
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
排
出
者
が
代
金
を
払

っ
て
処
理
を
依
頼
し
て
い
れ
ば
、

違
法
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

問

消
費
者
保
護
と
正
規
事
業

者
を
守
る
規
制
措
置
は
。

環
境
部
長

注
意
ち
ら
し
の
配

布
等
を
し
て
い
る
が
、
今
後
も

市
民
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

く
。規
制
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問

不
正
な
悪
質
業
者
に
対
す

る
行
政
指
導
は
ど
う
す
る
の
か
。

環
境
部
長

ル
ー
ル
づ
く
り
を

検
討
し
、
周
知
看
板
の
増
設
な

ど
の
対
策
を
し
て
い
く
。

問

相
談
体
制
に
つ
い
て
今
後

の
取
り
組
み
は
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

相
談
に

携
わ
る
職
員
の
知
見
を
高
め
、

市
民
の
不
安
に
対
し
保
健
医
療

情
報
等
に
基
づ
く
相
談
を
行
う
。

問

学
校
で
の
周
知
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
部
長

さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
会
合
な
ど
で
一
層

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

本
市
独
自
の
「
わ
か
ば
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
を
現
在
で
は
全
市

立
幼
稚
園
、
小
中
学
校
と
一
部

の
私
立
幼
稚
園
で
行
っ
て
い
る

が
、
現
状
と
課
題
は
。

環
境
部
長

各
学
校
や
幼
稚
園

が
主
体
的
な
評
価
方
法
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
現
場
の
実
情
に

合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
今
後
は
多
く
の
私
立

幼
稚
園
に
も
取
り
組
み
が
広
が

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

市
役
所
本
庁
舎
で
は
植
物

で
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
て
省

エ
ネ
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、

広
く
市
民
に
も
地
球
温
暖
化
対

策
に
協
力
し
て
も
ら
う
た
め

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

環
境
部
長

地
球
温
暖
化
の
防

止
に
向
け
た
身
近
な
実
践
行
動

で
あ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り

の
普
及
促
進
に
有
効
な
手
段
で

あ
り
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問

２０
年
度
ま
で
の
県
内
小
中

学
校
の
不
登
校
児
童
数
は
３
年

連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
で

あ
る
。
子
供
が
不
登
校
に
な
っ

た
場
合
、
早
期
の
対
応
が
重
要

だ
と
思
う
が
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長

子
供
の
変
化

を
見
逃
さ
ず
、
迅
速
か
つ
的
確

に
支
援
を
行
う
こ
と
は
大
変
重

要
。
校
内
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効

に
機
能
さ
せ
、
専
門
機
関
と
連

携
し
て
早
期
対
応
に
努
め
る
。

問

中
学
１
、
２
年
で
不
登
校

に
な
る
生
徒
の
６
割
は
小
学
校

か
ら
不
登
校
傾
向
と
の
デ
ー
タ

が
あ
る
が
、
小
中
学
校
の
連
携

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長

教
育
と
は
小

中
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
。
お

互
い
に
情
報
交
換
で
き
る
よ
う

日
ご
ろ
か
ら
の
連
携
を
こ
れ
か

ら
も
推
進
し
て
い
く
。

問

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
行
政
が
で
き
る
こ
と
、
民
間

が
で
き
る
こ
と
等
、
不
登
校
の

問
題
も
協
働
で
行
え
た
ら
と
思

う
が
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長

学
校
と
民
間

と
の
つ
な
が
り
は
大
変
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

秋
澤

雅
久
議
員

文
化

ス

ポ

ー

ツ

ま
ち
づ
く
り
振
興
財
団

高
齢
者
政
策
に
つ
い
て

永
田

美
典
議
員

危
機
管
理
「
避
難
実
施

要
領
の
パ
タ
ー
ン
」

津
波
避
難
対
策
の
拡
充

不
用
品
回
収
へ
の
規
制

せ
き

ず
い

脳
脊
髄
液
減
少
症
対
策

伊
東

尚
美
議
員

環
境
教
育
の
充
実
を

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
が
増
え
続
け
て
い
る
理

由
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
部
長

す
ぐ
に
入
所
が
必

要
で
は
な
い
人
の
申
し
込
み
が

増
加
し
た
こ
と
や
、
施
設
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
理
由

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

居
宅
介
護
は
、
サ
ー
ビ
ス

料
と
家
族
介
護
の
両
方
が
家
族

に
の
し
か
か
る
。低
所
得
者
は
、

減
免
措
置
が
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
希
望
す
る
し
か
な

い
の
が
実
態
だ
。
在
宅
で
家
族

が
十
分
介
護
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
利
用
料
の
減
免

措
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

福
祉
部
長

介
護
保
険
は
国
の

制
度
で
あ
り
、
市
独
自
の
減
免

制
度
は
難
し
い
。
ま
ず
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解

消
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

問

介
護
保
険
法
に
は
、
特
別

な
事
情
に
よ
る
場
合
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
者
の
負
担

割
合
を
１
割
未
満
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
あ
る
。
す
で
に
要

項
を
作
っ
て
減
免
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
多
い
が
見
解
は
。

市
長

本
市
の
実
態
や
、
現
実

的
に
ど
う
い
う
対
応
が
可
能
な

の
か
を
考
え
、こ
れ
か
ら
研
究
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問

本
市
の
「
工
業
活
性
化
促

進
事
業
」
で
は
、
市
内
に
工
場

を
新
築
・
増
設
す
る
企
業
な
ど

に
最
大
１
億
円
の
助
成
を
し
て

き
た
。
こ
れ
は
、
県
の
企
業
誘

致
策
「
イ
ン
ベ
ス
ト
神
奈
川
」

で
数
十
億
円
と
い
う
巨
額
な
助

成
を
受
け
た
企
業
も
受
け
ら
れ

る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

経
済
部
長

大
企
業
、
中
小
企

業
を
問
わ
ず
活
性
化
す
る
こ
と

が
、
ま
ち
が
元
気
で
い
る
た
め

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

助
成
に
よ
る
波
及
効
果
と

市
内
在
住
者
の
雇
用
は
。

経
済
部
長

２１
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
、
１９
事
業
者
に
約
１
億

７
０
０
０
万
円
を
助
成
し
た
。

市
内
在
住
者
の
雇
用
に
よ
る
助

成
申
請
は
３
人
分
あ
っ
た
。

問

２２
年
度
か
ら
助
成
限
度
額

を
一
企
業
当
た
り
３
億
円
に
拡

大
し
た
。
市
税
を
投
入
す
る
か

ら
に
は
市
民
へ
の
貢
献
度
が
問

わ
れ
る
。
市
民
の
雇
用
に
対
す

る
助
成
を
正
規
社
員
と
し
て
の

採
用
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、

他
市
で
も
行
う
企
業
の
撤
退
制

限
の
設
定
が
必
要
で
は
。

経
済
部
長

企
業
は
事
業
継
続

を
前
提
に
投
資
を
す
る
の
で
、

即
撤
退
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
市
民
の
雇
用
に
対
す
る

助
成
は
、
正
規
雇
用
に
限
定
し

な
い
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問

本
市
は
事
業
者
に
多
額
の

助
成
を
し
た
が
、
市
民
の
雇
用

に
よ
る
助
成
申
請
は
３
人
し
か

な
か
っ
た
。
助
成
が
な
い
と
雇

用
が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

企
業
誘
致
策
、
流
出
防

止
策
を
と
る
こ
と
が
、
本
市
の

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

問

第
二
子
出
産
後
の
育
児
休

業
取
得
時
、
第
一
子
の
保
育
所

へ
の
継
続
入
所
は
保
護
者
の
意

思
に
任
せ
る
べ
き
で
は
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

育
児
休

業
中
の
学
齢
３
歳
未
満
児
の
継

続
入
所
は
認
め
て
い
な
い
。
育

児
休
業
終
了
時
に
同
時
に
入
所

で
き
る
の
か
と
い
う
心
配
は
あ

る
が
、
当
面
は
順
位
の
繰
り
上

げ
で
対
応
し
、
今
後
の
見
直
し

課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

松
本

敏
子
議
員

介
護
保
険
に
つ
い
て

平
塚
市
企
業
立
地
等

促
進
事
業
に
つ
い
て

不
登
校
対
策
へ
の

取

り

組

み

育
児
休
業
の
保
育
所

入
所
基
準
の
改
善
を

平成��年（２０１０年）�月��日（�）

公

明

ひ

ら

つ

か

※レスパイトケア：レスパイトとは休息・息抜きなどを意味し、在宅ケアを担う家族の疲労をいやすため、ケアを一時的に代替しリフレッシュを図ってもらうサービス。

ひらつか議会だより

日

本

共

産

党

平
塚
市
議
会
議
員
団

第 ��� 号
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